
教員の資質能力向上を図る能動的自立研修の活性化に関する研究 
～ちばの先生スキルアップツール幼稚園等教諭版の改訂を通して～ 

千葉県総合教育センター 
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研究指導主事 宮野 勝典 

１ 主題設定の理由 

第３期千葉県教育振興基本計画「次世代へ光り輝く『教育立県ちば』プラン」の

基本目標１「ちばの教育の力で、志を持ち、未来を切り拓く、ちばの子供を育てる」

の施策１の（６）で「幼児教育の質の向上と初等教育への円滑な接続」が掲げられ

ている。 

そこで、幼稚園等教諭を調査研究の対象職とし、ちばの先生スキルアップツール

（以下、スキルアップツール）が活用できるよう同ツールを改訂することで、幼児

教育に携わる指導者の専門性、資質・能力を高め、幼児教育の質の向上を図る一助

となるよう主題を設定した。 

 

２ 研究の目的 

スキルアップツールを活用して能動的自立研修を行えるようにすることで、幼児

教育の質の向上に資する。 

 

３ 研究計画 

令和３年度 令和４年度 

・評価項目の検討、作成 

・評価項目の県平均データ作成 

・スキルアップツール改訂版作成 

・スキルアップツール改訂版のＷeb

アップ及び周知文書の発出 

・幼児教育に係る研修でのスキルアップ

ツール改訂版の周知及び活用推進 

・スキルアップツール改訂版の活用状況

調査 

・成果と課題のまとめ 

 

４ 研究の概要 

(１) これまでの経緯 

平成２２年度策定の千葉県教職員研修体系で、教職員の資質能力向上のための

研修の在り方として「受身的画一研修」から「能動的自立研修」へ移行という方

向性が示された。それに伴い、千葉県総合教育センターでは、平成２３年度から

教職員自らが資質能力を高めるための自己研修を計画したり、実践したりできる

よう、Ｒ－ＰＤＣＡのマネジメントサイクルに沿って研修を進めることができる、

能動的自立研修ツールの開発を開始した。研究協力校等と連携を図りながら、試

験的運用を経て、平成２５年度に完成している。 

その後、令和元年度に千葉県教職員研修体系が見直されたことで、能動的自立

研修ツールの改訂を行った。また、「千葉県・千葉市教員等育成指標」（以下、指

標）の改訂に伴い、それまでの「能動的自立研修ツール」の評価項目の見直しと
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県平均データの作成を行い、令和２年に名称を「ちばの先生スキルアップツール」

に改めた。 

(２) 能動的自立研修の構想 

千葉県総合教育センターでは、能動的自立研修を、年間を通してＲ－ＰＤＣＡ

サイクルに沿った形で行い、「自ら積極的に、自分の力で計画し、実践し、資質能

力を高めていく研修」とした（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

(３) スキルアップツールについて 

スキルアップツールは、能動的自立研修の構想で示したＲ－ＰＤＣＡサイクル

に沿って研修が進められるように作成されている（表１）。スキルアップツールは

Microsoft Excel を用いて入力作業等を行う。初期設定を行うと、１０年分のシ

ートが自動で作成され、継続的に研修が行えるようになっている。 

自己評価では、年度初めに指標に基づいて校種及び職種（※１）・経験年数毎（※

２）に作成された「自己評価表」（図２左）を用いて４段階評価を行う。そこから

自身のよさや課題等を見つけ、「研修計画書（研修の記録）」（図２右）を用いて具

体的に研修を計画し、実践していく。最後に、年度末に再度自己評価を行い、次

年度の研修へ向けて改善を行っていく。                                                

なお、年度末の自己評価表は次年度の年度初めの自己評価表に引き継ぐことが

できるようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能動的自立研修の構想 スキルアップツールを用いた研修の主な内容 

Ｒ…現状把握（自己評価） 
自己評価表により年度初めの自己評価をし、自身

のよさや課題を把握する。 

Ｐ…研修計画の立案 
 年度の重点目標を決め、その達成のための計画を

立てる。 

Ｄ…研修や教育活動の実践 
計画に沿って、校内研修、教育実践（ＯＪＴ）、個

人研修、校外研修等を行う。 

Ｃ…振り返り（自己評価） 
 自己評価表により年度末の自己評価をし、年度初

めの自己評価と比較しながら、実践を振り返る。 

Ａ…修正、改善 
 振り返りをもとに、研修計画や実践の修正及び改

善を行い、次年度に生かす。 

表１ 能動的自立研修とスキルアップツールの相互性 

Ｒ…現状把握（自己評価） Ｐ…研修計画の立案 

Ａ…修正、改善 Ｄ…研修や教育活動の実践 

Ｃ…振り返り（自己評価） 

図１ 能動的自立研修の構想 
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５ 研究の内容 

 (１) 自己評価項目作成（幼稚園等教諭版） 

   幼稚園等教諭に向けた自己評価表の項目作成にあたって、指標を基に、幼稚園

教育要領を参考にしたり、千葉県教育庁学習指導課義務教育指導室幼児教育担当

及び幼児教育アドバイザーの助言を得たりしながら、指標の１６の構成要素１つ

につき２～５問程度評価項目を作成した（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 自己評価表（左）と研修計画書（右） 

※１ 校種及び職種…小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、養護教諭、栄養教諭、幼稚園等 

※２ 経験年数毎 …ステージⅠ （ ０～ ６年）、ステージⅡ①（７～１６年） 

          ステージⅡ②（１７～２７年）、ステージⅢ （２８年以上） 

図３ 幼稚園等教諭版の自己評価表（一部） 

構成要素 
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 (２) 自己評価の状況調査及び研修計画書への反映 

   自己評価表（幼稚園等教諭版）の評価項目の内容について、県内幼稚園等教諭

（※３）の状況を把握するため、アンケートにより自己評価表（幼稚園等教諭版）

を用いて自己評価を行った（表２）。 

調査を集計し、経験年数毎の評価項目の評価３及び４の割合を算出した（表３）。

それを県平均とし、研修計画書のレーダーチャートに反映させた（図４）。レーダ

ーチャートには、年度初めの自己評価が青線、年度末の自己評価が緑線、県平均

が赤線で表示されるようになっている。 

自己評価表に自己評価を入力することによって、レーダーチャートへ反映され、

自己評価がグラフとして可視化することができ、自己評価の結果（年度初めと年

度末）と県平均を比較できるようになっている。これによって、自己のよさや課

題等を見つけたり、成長を実感したりすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象 回収数 

０～６年 ２１１名 

７～１６年 １５１名 

１７～２７年 １１２名 

２８年以上 １０８名 

合計 ５８２名 

表２ 自己評価の状況調査漂白 

※３ 依頼先…市町村立認定こども園、私立認定こども園、市町村立幼稚園、私立幼稚園 

 

 
 表３ 経験年数毎の評価項目の 

評価３及び４の割合（％） 

 

図４ レーダーチャート 
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(３) スキルアップツールの周知及び活用推進 

周知文書の発出、幼児教育に係る各種研修及び幼稚園等への訪問にて推進活動

を行い、スキルアップツール活用の推進を図った（表４）。 

悉皆研修 ・幼稚園等初任者研修 ・中堅教諭等資質向上研修Ⅰ（幼稚園等教諭） 

推薦研修 
・園長等運営管理研修 ・幼児教育アドバイザー育成研修（推薦） 

・保育技術研修 

希望研修 
・スマイル先生！円滑な接続のための幼児教育研修  

・幼児教育アドバイザー育成研修（希望） 

訪問 ・市町村立幼稚園（３）・私立幼稚園（２）  

 

(４) スキルアップツールの活用調査 

   令和４年１１月から１２月までの１カ月間で、スキルアップツールの県内幼稚

園等教諭（※３）の活用状況を、アンケートにより調査した（表５）。アンケート

項目とその結果については以下ア～エのとおりである。 

   なお、アンケート項目のイ～エは、アで「①活用した」と回答した幼稚園等教

諭の回答である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア スキルアップツールを活用しましたか。 

  ①活用した（３１．４％）   ②活用しなかった（６８．６％） 

 【活用した理由】 

  ・やってみようと思ったから。 

 【活用しなかった理由】 

  ・忙しくて時間がなかった。   ・スキルアップツールを知らなかった。 

  ・園にパソコンが１台しかない。 ・スマートフォンでできなかったから。 

  ・パソコンが苦手だから。    ・乳児保育担当なので余裕がない。 

 

イ 自己評価表は自己を振り返る（自身のよさや課題）うえで有効でしたか。 

    ①有効だった（２５％）      ②おおむね有効だった（５０％） 

    ③あまり有効ではなかった（０％） ④有効ではなかった（２５％） 

   【肯定的回答（一部）】 

    ・自分の資質能力について考えるいい機会になった。 

    ・自分の不足している部分を明確化することができた。 

表４ 幼児教育に係る各種研修及び幼稚園等への訪問 

 

対象 回収数 

０～６年 ６７名 

７～１６年 ６２名 

１７～２７年 ５１名 

２８年以上 ５０名 

合計 ２３０名 

表５ スキルアップツールの活用状況調査 
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【否定的回答（一部）】 

    ・自己評価の項目が多い。     ・参考程度にしかならなかった。 

 

  ウ 研修計画を立てるうえで、スキルアップツールは有効でしたか。 

    ①有効だった（２３．１％）    ②おおむね有効だった（４６．２％） 

    ③あまり有効ではなかった（７．７％）④有効ではなかった（２３％） 

   【肯定的回答（一部）】 

・自分のスキルにあった内容を選択していきたいと思った。 

・研修の機会を増やしたり、新しい事に取り組んだりしていこうと思った。 

【否定的回答（一部）】 

    ・園内研修や市研修の受講をしているので必要性を感じなかった。 

    ・日々忙しく、自分から計画しようとしなかった。 

 

  エ 資質能力向上において、スキルアップツールは有効でしたか。 

    ①有効だった（３９％）      ②おおむね有効だった（２８．３％） 

    ③あまり有効ではなかった（２７％）④有効ではなかった（５．７％） 

【肯定的回答（一部）】 

・見聞を拡げたり、教材研究を行ったりして保育のスキルアップを図れた。 

・指導力の向上や経験を積むことができた。 

【否定的回答（一部）】 

    ・有効かどうかわからなかった。  ・参考程度にしかならなかった。 

 

６ 成果と課題 

   スキルアップツール活用調査のアについて、「スキルアップツールを知らなか

った」との回答が多く、スキルアップツールの認知度の低さがわかった。特に、

こども園、私立幼稚園等の教員への周知が難しいことがわかった。また、「園に１

台しかパソコンがない」「乳児保育担当だからパソコンを見る機会がない」等の回

答も多く、幼児教育の現状からも周知の難しさがわかった。 

認知度の低さについては、今後の周知及び推進を一層工夫し、県内幼稚園等の

教員に広めていきたい。また、「園に１台しかない」「時間がない」等については、

スマートフォン等で気軽にできる環境を作ることができれば、より多くの先生方

に利用してもらえると考える。 

   イ～エについて、およそ７割が肯定的回答だった。否定的回答については「自

己評価の項目が多い」「必要性を感じなかった」等、能動的自立研修への理解が不

十分と捉えられる回答があり、同時に課題とも捉えられる。 

スキルアップツールについては、幼稚園等の教員においてもおおむね資質・能

力の向上に向けて効果があったと考えられる。課題の解決として、スキルアップ

ツールの周知及び推進により一層力を入れ、能動的自立研修の重要性の理解を深

めていきたい。また、それが教員の「個別最適な学び」になり、「令和の日本型学

校教育」を担う新たな教師の学びの姿の実現につながると考える。 

Ⅲ - 6


